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SPAニュースレター2011年12月号へようこそ。このニュースレターの目的は、セクションの活動やプロジェクトの最新情報をSPAメンバーに提供し、専門的記録管理と公文書協会との国際的な協力・連携を深めることです。

世界アーカイブ宣言
2010年10月にオスロCITRA年次総会で採択された「世界アーカイブ宣言」は、元セネガル国立公文書館員のセネガル大使、オマール・パパ・ディオプ氏のプレゼンテーションの後、第36回ユネスコ総会で承認されました。
この宣言は、ケベックアーカイブ宣言がきっかけとなっています。これは、今日の現代世界におけるアーカイブの妥当性について簡潔に述べられた力強い文書で、行政の透明性と民主的説明責任をもたらし、共同体社会の記憶を保存することにおけるアーカイブの重要な役割を強調しています。歴史研究のニーズを満たすという従来からの懸念事項をおろそかにすることなく、この宣言は現代の行政、民間ビジネスの優れた実績、そして一般市民による容易な情報アクセスを裏打ちする重要な機能として効果的なアーカイブ管理を位置づけています。この宣言を採択するというユネスコの重要な決定は、アーカイブに対する世界規模の人々の理解を向上させるうえで重要な一歩であり、一般市民や主要な意思決定者の認識を高めるための意義深い機会をもたらしています。
10月上旬、Henri Zuber SPA会長は、全てのカテゴリーBの会員に文書を送り、自国のユネスコ代表に宣言の採択への支持を求める手紙を書くことを要請しました。会員から17通の電子メールを受け取り、そうした手紙が送られたことを知り、私たちは非常に嬉しく思いました。
ICAの下記のウェブサイトでは、世界アーカイブ宣言の英語、フランス語、スペイン語版がインターネット表示用グラフィックPDFファイルと印刷・複製用PDFファイル形式で現在入手可能となっています。
http://www.ica.org/6573/reference-documents/universal-declaration-on-archives.html
公文書協会は、それぞれのウェブサイトに世界アーカイブ宣言のインターネット表示用ファイルを掲載したり、印刷・複製用ファイルを印刷物として配布したりすることができます。翻訳文の印刷用のテンプレートが作成されており、それを利用することができます。テンプレートはAdobeのフォトショップで使用するのが最も適しており、文書を翻訳してICAに送った協会はColleen MacEwen (tcmcewem@gmail.com)から入手することができます。
世界アーカイブ宣言は現在19言語に訳されており、一番新しいものはフィンランド語版です。まだ訳されていない言語に翻訳する希望があれば、ICA事務局にご連絡ください。（secretariat@ica.org）
世界アーカイブ宣言について、更に背景を知りたい場合は、Kim EberhardとColleen McEwenによる記事「ICA世界アーカイブ宣言の作成と実施2007-2011」（Vol. 39 No.1, p. 196-213）を参照してください。
2011年SPA世界会議
第2回ICA専門職団体セクション（SPA）世界会議が2011年8月31日から9月2にかけてエジンバラで開催されました。この期間に2011年SPA年次総会が9月2日に、またSPA運営委員会が8月30日にスコットランド・カトリック公文書館で行われました。
[写真]
SPA運営委員会　2011年8月30日エジンバラのスコットランド・カトリック公文書館にて。

写真提供：Caroline Cradock博士（エジンバラ スコットランド・カトリック公文書館アシスタント・アーキビスト

この会議は、アーカイブズとレコード協会（イギリスとアイルランド）が主催し、同協会の第１回年次会議に併せて開催しました。この会議では、専門アーカイブ協会や記録管理協会の代表が問題事項や共通の関心事について討論し、情報交換するフォーラムの場が提供されました。オーストラリア、カナダ、チリ、日本等、ヨーロッパ以外の複数の国からSPAのメンバーが参加しました。
この合同会議は加盟協会にとって、アーカイブや記録への社会的支援要請、協会予算管理等の課題、記録協会と公文書協会の合併および行政やアーカイブ政策の管理といった共通の問題や活動を検討し合う素晴らしい機会でした。能力開発ハンドブック「Shape your own Archivists: Developing a Competency Model: A Guide」（アーキビストの形成：能力モデルの開発ガイド）の草案についてのセッションがあり、またアーカイブ連帯プロジェクトに関するプレゼンテーションが行われました。ケベックのアーカイブ宣言がどのようにアーカイブを促進し、フランス語圏カナダ社会でアーカイブの重要性を認識させる大規模な運動をはじめるために活用されているか、またICA世界アーカイブ宣言について、そしてその宣言が各協会でどのように活用し得るかについての研究が発表されました。SPAマニュアル（下記の記事参照）がこの会議で着手され、参加者にはICA/SPAのウェブサイトの概要が紹介されました。SPA担当者が会議で発表した論文は、下記ARAのウェブサイトに掲載されています。
http://www.archives.org.uk/ara-conference/conference-2011.html
SPA協会フェアでは、12協会が独自に作成した出版物や製品を展示・広報し、特定の問題解決に適用されたプロジェクト、成功例、最優良事例、解決策についての情報を提供しました。このフェアで日本アーキビスト協会の小川千代子さんがコンピュータを用い、東日本大地震と津波によって生じた大被害の後でアーキビストがどのように記録の保存に臨んだか発表しました。
SPA35周年記念

エジンバラのSPA会議期間中の9月2日に「SPAの35年間：これまでとこれから」というタイトルのセッションでSPA35周年記念祝賀が行われました。Henri Zuber現SPA会長が、Yvonne Bos-Rops前会長（オランダ、1996-2000）、Margaret Turner前会長（イギリス、2000-2004）、Didier Grange前会長（スイス、2004-2008）およびChristine Martinez前会長（フランス、2008-2009）によるパネルディスカッションの議長を務めました。
このセッションではSPAの業績を振り返るとともに、今後について話し合われました。以下はその抜粋です。

Yvonne Bos-Rops氏は、SPAによるICA倫理規定の作成に言及し、1996年に北京で行われた年次総会でその規定の採択への合意形成に関する努力を回想しました。また、ファックスから電子メールへという通信手段の変化や、SPAの活動や加盟協会とのやりとりに影響をもたらした情報伝達手段としてのウェブサイトの活用の変化について述べました。
Margaret Turner氏は、自身の会長時代にはじまったアーカイブ連帯プロジェクトについてや、アーカイブ支援事業を実施する世界のアーカイブ関係者の活動をコーディネートする上でのこのプロジェクトの重要性について述べました。また、ICA執行部に各セクション代表を参加させる決定の重要性を強調しました。それによって、SPAは組織の運営に直接関わることができるようになりました。
Didier Grange氏は、2007年のSPAニュースレターの導入についてと加盟協会とのコミュニケーションにおけるニュースレターの重要な役割について語りました。彼の会長時代のハイライトは、世界アーカイブ宣言作成の初期の働きでした。Grande氏は、作業を監督する国際委員会を設立し、世界アーカイブ宣言が手本としたケベックアーカイブ宣言の作成と活用に経験のあるケベックのアーキビストと話し合いました。自ら綴ったSPAの歴史の中でこの30年余年にSPAが直面した難題について回想しました。
Christine Martinez氏は、専門家協会がアーカイブの専門知識の保存と推進において重要な業務を行ったことに言及しました。メンター制度や人材育成を実施することにより、いかに協会が若い専門家を支援できるかについて語りました。
今後についてYvonne Bos-Rops氏は、各協会がアーカイブの中心的価値を保護し、この専門分野の利益を支えていく役割を持つと考えています。アーキビストは現代のテクノロジーを理解し、活用する必要がありますが、その一方でこの専門分野の伝統的価値を維持し、育む必要もあると述べました。Margaret Turner氏は、現行の予算削減によるアーカイブ業務への影響が予測されるので、支援活動をSPAや加盟協会が実施する重要な活動として強調しました。利用者がより多くの情報を求めるにつれてアーカイブの仕事は維持され、より強力になるとの考えを述べました。
Henri Zuber氏は、社会で重要な役割を果たしているアーキビストを支援している世界中のアーカイブ協会を代表してSPAが機能し続けていることがいかに大切かについて語り、パネルディスカッションを終了しました。
SPAは1976年9月26日にワシントンで行われたICA国際会議の特別会議で次の目的のもとに設立されました。

· すべての協会間の協力を推進する

· すべてのアーカイブ協会の活動に関する情報を収集し、発信する

· アーカイブに関する事業を実施する

· ICAの個人的、特に非政府的要素を代表し、強化する。
2012年度SPA春期実行委員会ミーティング
2012年度SPA春期実行委員会ミーティングは2012年3月21日から29日の日程でワイマール（ドイツ）にて開催されます。

2012年度ICA会議

2012年度ICA会議は8月20日から25日の日程でブリスベン（オーストラリア）にて開催されます。アメリカ合衆国アーキビストのDavid Ferriero氏とスペインの法学者で特にテロリズム、組織犯罪、送還、国際法下の犯罪（集団虐殺、人権犯罪）が専門のBaltazar Garzón判事による基調講演が予定されています。
この会議では、下記のテーマで私たちの「気候変動」を考察します。

· 持続可能性：公文書情報管理の課題を認識し、証拠や情報へのアクセス、保存、安全性と長期維持を確実にするための政策を協力して打ち立てるアーカイブ。
· 信頼：望ましい管理と説明責任をサポートし、倫理的・専門的プロセスを擁護し、基準を作り、国際的承認を得るアーカイブ。
· アイデンティティ：地域社会がその遺産と接点を持ち、各々の物語を発見し、自分たちの権利を守る援助をし、アーキビストと情報管理の価値や影響を強化するアーカイブ。
会議への早期参加登録を開始しました。2012年1月31日まで延長されました。2012年ブリスベン会議の詳細は、会議のウェブサイトをご覧ください。
http://www.ica2012.com/indexx.php
[写真]

Colleen McEwenオーストラリア・アーキビスト協会SPA実行
委員会代表兼SPA共同秘書

ICA/SPAメンバーに2012年ブリスベン会議の参加を呼びかける。

写真提供：Claude Roberto博士　2011年8月エジンバラにて

SPAマニュアル
SPAはアーカイブ業務を世界規模で強化、統合し、加盟協会が組織を発展させ、影響力を高めることに協力します。加盟協会が健全な管理組織と効果的なプログラムを作成するのを支援するため、SPAはメンバーの経験に基づく数々のガイドラインを何年もかけて作成してきました。こうしたガイドラインは個別にICA/SPAのウェブサイトに掲載されているが、今回ダウンロードしたりコーピーしたりできる使いやすいオンラインマニュアルの形になりました。
マニュアル化構想は2009年の年次総会でのSPA実行委員会で提案されました。その当時、ガイドラインは少なくとも一言語で提供されており、その後2年間ですべてのガイドラインを英語、フランス語、スペイン語に翻訳する主要なプログラムが実施されました。この仕事は、実行委員会のフランス語やスペイン語を話すメンバーのボランティアサービスを通じて、加盟協会によって行われ、フランス・アーキビスト協会（AAF）およびSNCFからの寛大な資金援助を受けました。
新規または発展段階にある協会と同様に、既存の協会も現在の活動や管理業務について評価・改善するためにこのガイドラインを活用できます。

マニュアルには複数のテーマがあります。

· 望ましい管理：規約の作成と選挙の実施に関するガイドライン、および記録管理プログラムの作成と協会維持計画へのアドバイス
· 教育・専門性育成：会議、ワークショップやセミナーの運営についてやメンタープログラム設置についてのガイドライン

· 支援活動と推進：推進戦略開発やロビー活動、公的キャンペーンの実施に関するガイドライン。

このマニュアルはICA/SPAのウェブサイトに掲載されています。

http://www.ica.org/9217/professional-resources/manual-for-association-management.html
SPAウェブサイト

ICAウェブサイト上のSPAのホームページは下記のアドレスにあります。http://www.ica.org/730/about-section-ofprofessional-associations-spa/about-spa.html
SPAの活動の最新情報や加盟協会のために作成した資料へのリンクを掲載しています。資料は英語、フランス語、スペイン語で提供されています。誰でもほとんどのページにアクセスできますが、文書管理についてはメンバーのみアクセルできるようになっています。下記の内容がSPAのページに掲載されています。

· ニュース＆イベント：カテゴリーBに関連する今後の会議、セミナー、イベントやニュースを提供します。加盟協会が公表したいニュースやイベントの詳細をここに掲載することができます。
· 専門資料 ：SPAが加盟協会を支援するために作成したガイドラインがある場所です。また、SPAの経緯、過去のSPAニュースレターや情報、アーカイブ連帯プロジェクトへのリンクも掲載されています。
· 次回会議：次のSPA会議の詳細を掲載します（このページへはメンバーログインが必要）。
· ガバナンス：2001年からのSPA年次総会や実行委員会の議事録を掲載（メンバーログインが必要）。
· 活動・プロジェクト：現在のSPAのプロジェクトや活動の詳細を掲載。
· 役立つリンク：SPA加盟協会のウェブサイトへのリンクを掲載。
· フォトギャラリー：SPA委員会や加盟協会でのイベントで撮影された写真へのリンクを掲載。

· メンバー：SPAメンバーへの連絡先の詳細を掲載。

· 運営委員会：SPA実行委員会委員の写真、経歴、連絡先を掲載。

ICAアーカイブ利用方針
ICA優良事例委員会の作業部会が作成したアーカイブ・アクセス方針の草案が公開され、それに対するコメントを受け付けています。方針は10あり、各方針に注釈がつけられています。方針と注釈を合わせて職務内容を示します。方針には簡単な用語集と専門報告書がついています。草案は英語、フランス語、スペイン語、ポルトガル語で以下のサイトに掲載されています。
http://www.ica.org/?lid=9400
草案に対するコメントはaccess@ica.orgにお送りください。締め切りは2012年1月31日です。目的は、2012年8月のブリスベン年次総会でICA投票会員から最終版の承認を得ることです。
加盟協会からのお知らせ
ケベック・アーキビスト協会 (AAQ)：ケベック・アーキビスト協会は、世界アーカイブ宣言がユネスコで承認されるまでのICAとSPAが行ったあらゆる努力を讃えたいと思います。世界アーカイブ宣言はケベックに端を発するので、当協会はフランス語圏カナダでのケベック宣言の推進に用いた戦略を世界中のアーキビストと共有したい思い、現在その手段を検討しています。

2010-2015年の戦略的目的を達成するための活動を計画しています。具体的には、情報セクター内および一般市民に対しアーカイブ業務の宣伝活動を行う、ケベック内外のアーキビスト間のコミュニケーション増加を支援する、研修と継続教育を行う、アーキビストと情報専門家とをつなぐためにデジタル化を活用する、そしてデジタル環境でのアーキビストの役割の認識を高めることです。協会はまた、社会的に価値が認められたアーカイブを持つことに力を入れ、民主主義をサポートし維持するためのアクセスを提供する上でアーカイブ施設が適切に実施すべき集団的責任としてのアーカイブ管理を推進しています。2012年5月30日から6月1日にかけて行われる第41回AAQ年次会議では、デジタル世界におけるアーカイブについてや新しいデジタル環境で変化するアーキビストの役割についてのプレゼンテーションが行われます。AAQの今後の活動に関する詳細については、以下のウェブサイトをご参照ください。
www.archivistes.qc.ca
ブラジル・アーキビスト協会：第17回アーカイブ学ブラジル会議への論文の受付を開始しました。今回のテーマは、保存、アクセス、情報発信：21世紀におけるアーカイブ機関の課題。当協会はアーキビストや記録管理者に6月18日から22日にリオデジャネイロで行われる会議への参加を呼びかけています。会議内容は英語で同時通訳されることになっており、国外からの発表者や代表団を歓迎します。最大150単語の論文の概要を著者の履歴書と共に2012年1月30日までに

aabcongresso@gmail.comまでお送りください。詳細はhttp://www.aab.org.br/xvicba/en/をご参照ください。

チリ・アーキビスト協会：当協会（ASOCARCHI）の主な目的のひとつは、会議、ミーティング、セミナー、アーカイブ学研修を提供することを目的としたイベントを運営することです。この目的を支援するため、協会はサンベルナルド市（都市地域）とその技術研修所とともに、2011年9月26日から30日にかけて、自治体アーカイブの運営管理についてのコースを無事実施することができました。このコースの目的は、行政の透明性を支援し、国家機関が作成した情報へのアクセスを一般に提供するための法的規定に則り、公文書の管理の重要性について研修を行うことでした。講師はANABAD（スペイン）とASOCARCHI（チリ）の専門家が担当し、全国から文書管理に携わるアーキビスト、自治体公文書館館長、管理者、自治体職員および図書館司書、歴史か、その他自治体のアーカイブに関心のある専門家が参加しました。これは同様のコースとしてはチリではじめて実施されたものです。
[写真]
2011年9月アーキビストミーティング

左から、Angel Gacho（ANABAD会長）、Nuria Sesmero （スペイン）、

Nora Cuevas（サンベルナルド市）、Rodolfo Munoz（秘書官）、

Eugenio Bustos（ASOCARCHI会長）、Julia Maria Rodriguez

（ANABAD）、Pamela Gonzalez（サンベルナルド市公文書館）
フランス語圏ベルギー・アーキビスト協会（AAFB）：Info-AAFDの最新版ができましたことをお知らせします。下記のサイトをご覧ください。
http://www.archivistes.be:PDF/Info-AAFB-13.pdf
フランス・アーキビスト協会：当協会は2012年に行われる様々な会議を企画しています。主なものは、2月2日から3日にボルドーで行われる「新たな活用」というテーマの会議（政府機関アーカイブ・セクション向）、6月にビュールバンヌで行われる会議（ビジネスアーカイブ・セクション向）、10月2日から4日にベテゥーヌで行われる会議（地方行政公文書館向）です。協会の代表者は、2012年6月のシャンベリでのアルプスに関するシンポジウムと、2012年8月にブリスベンで行われるICA国際会議に参加します。詳しくは：www.archivistes.org/-Agenda-
協会は、文書管理基準の作成も行っています。

イタリア・アーキビスト協会：当協会は、アーカイブ機関への予算削減による深刻な危機を意思決定者に認識してもらう目的で10月12日から15日まで全国で41のデモを実施しました。この活動は、アガサ・クリスティの探偵小説のタイトルを用い、「そして誰もいなくなった」と名付けられました。今後数ヶ月中に更にデモを行うことが予定されています。協会は、アーキビストが若いアーキビストにこれまで培ったものを授ける前に公職から早期に退職しなければならなくなる可能性と、予算削減のためにコンサルタント・アーキビストが働く機会が激減していることを懸念しています。当協会は提携協会との合併は計画していませんが、図書館司書、学芸員、その他関連専門職者と現在の危機的状況に団結姿勢を示すために連携することを試みています。
ポーランド・アーキビスト協会：当協会は、2012年9月5日から7日にブロツラフで「過去を止め、未来に追いつけ。アーカイブ、現代の国家と社会」と題した第6回総会の準備に取りかかっています。この総会は、アーカイブの民主化と世界的な情報社会の進歩の結果、政府やビジネス業界のアーカイブのデジタル化が進む中で大きな変化が起きているポーランドのアーカイブの現状について見直す機会を提供します。
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